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満
州
金
融
機
関
問
題

1

1
第
一
次
世
界
大
戦
前
後
の
在
満
日
本
人
商
工
業
者
の
運
動
を
中
心
と
し
て
｜
｜

大

ι、、
Iゴ

正

は
じ
め
に

満
鉄
を
中
心
と
し
て
、
そ
れ
と
横
浜
正
金
銀
行
、
日
本
興
業
銀
行
等
の
所
謂
特
殊
銀
行
と
が
一
定
の
連
関
を
持
ち
つ
つ
日
本
の
満
州
経

済
支
配
が
行
な
わ
れ
た
。
満
州
に
お
け
る
植
民
地
中
央
銀
行
の
系
譜
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

横
浜
正
金
銀
行

1
｜
↓
一
朝
鮮
銀
行

（
一
九
O
六
l
一
九
一
七
）
〉
／
（
一
九
一
七
）

J
6

東
洋
拓
殖
会
社
｜
1lv
満
州
興
業
銀
行

（
一
九
一
七
）
（
一
九
三
六
）

l
l↓
満
州
中
央
銀
行

（
一
九
三
二
）

第
一
次
世
界
大
戦
期
に
日
本
帝
国
主
義
の
満
州
侵
略
が
急
激
に
拡
大
す
る
と
、

一
九
一
七
年
に
は
従
来
の
満
州
金
融
機
関
は
再
編
成
さ

れ
た
。
当
時
満
州
に
は
多
く
の
日
本
人
が
移
住
し
て
い
た
が
、
満
鉄
職
員
、
官
吏
を
除
く
と
、
ほ
と
ん
ど
が
中
小
零
細
営
業
者
（
在
満
日



2 

本
人
商
工
業
者
層
）
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
満
州
各
地
に
商
業
会
議
所
・
開
業
組
合
を
組
織
し
て
、
そ
の
要
求
を
内
地
政
府
や
関
東
都
督
府

の
政
策
に
反
映
さ
せ
る
為
に
各
種
の
運
動
を
行
っ
た
が
、
な
か
で
も
彼
ら
に
長
期
低
利
の
事
業
資
金
を
供
給
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
満

州
特
殊
銀
行
設
立
要
求
は
最
も
大
規
模
な
運
動
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
第
一
次
大
戦
期
の
満
州
金
融
機
関
一
再
編
成
と
在
満
日
本

人
商
工
業
者
の
対
応
、
そ
の
満
州
特
殊
金
融
機
関
設
立
運
動
の
検
討
に
課
題
を
限
定
す
る
。

当
該
期
の
満
州
特
殊
金
融
機
関
設
立
問
題
を
直
接
に
論
じ
た
研
究
と
し
て
は
、
間
宮
国
夫
「
日
支
銀
行
・
満
州
銀
行
設
立
計
画
に
つ
い

て
の
覚
書
」
（
『
社
会
科
学
討
究
』
一
九
巻
一
号
）
、
波
形
昭
一
「
日
清
銀
行
・
満
州
銀
行
設
立
運
動
の
展
開
過
程
」
（
『
金
融
経
済
』

七

号
）
が
主
要
な
も
の
で
あ
り
多
く
の
貴
重
な
資
料
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

I 

日
露
戦
争
中
政
府
は
満
州
占
領
地
で
軍
票
を
発
行
し
た
が
、
発
行
額
は
一
九

O
五
年
八
月
に
は
一
億
五
千
万
円
弱
に
達
し
た
。
正
金
銀

行
は
こ
の
流
通
・
価
格
維
持
に
活
躍
し
、
戦
後
は
軍
票
整
理
を
担
当
し
た
。
こ
れ
は
同
行
が
一
九

O
O年
牛
荘
支
店
設
置
以
来
満
州
の
日

本
金
融
機
関
の
先
駆
と
な
り
、
日
露
戦
中
戦
後
に
も
満
州
支
店
網
を
拡
大
し
た
実
績
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

一
九

O
六
年
十
一
月
十
一

日
の
西
国
寺
首
相
の
後
藤
満
鉄
総
裁
宛

「
命
令
書
」

（
『
日
本
外
交
文
書
」

三
十
九
巻
付
、
六
四
九
六
五

O
頁
）
に
お
い
て
も
、
満
州

経
営
の
中
心
と
し
て
満
鉄
（
鉄
道
支
配
）
を
設
定
す
る
と
同
時
に
、
正
金
銀
行
（
幣
制
統
一
、
軍
票
整
理
、
銀
行
券
発
行
、
官
金
取
扱
）

と
興
業
銀
行
（
清
国
借
款
、
邦
人
企
業
融
資
、
原
資
獲
得
の
為
の
外
資
導
入
）
の
二
特
殊
銀
行
を
し
て
満
州
の
金
融
・
財
政
支
配
を
担
当

さ
せ
る
、
一
二
機
関
を
中
心
と
す
る
満
州
経
済
支
配
体
制
が
構
想
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
興
銀
の
対
満
活
動
は
当
面
満
鉄
へ
の
資
金
供

（

1）
 

給
で
限
界
と
な
り
、
邦
人
企
業
へ
の
資
金
供
給
は
事
実
上
不
可
能
と
な
っ
た
か
ら
、
こ
こ
に
正
金
銀
行
は
興
銀
の
業
務
を
兼
任
し
て
、
本



来
の
貿
易
為
替
業
務
の
外
、
幣
制
統
一
事
業
（
軍
票
整
理
、

一
覧
払
手
形
・
銀
行
券
発
行
）
、
短
期
金
融
、
長
期
金
融
（
不
動
産
抵
当
貸
付

ー
一
九
一

O
年
特
別
貸
出
制
度
）
等
の
広
汎
な
業
務
を
兼
ね
、
満
州
に
、
お
い
て
独
占
的
植
民
地
中
央
銀
行
と
な
っ
た
。

以
下
、
正
金
銀
行
の
満
州
に
お
け
る
幣
制
統
一
事
業
と
長
期
金
融
・
特
別
貸
出
制
度
に
つ
い
て
概
略
の
紹
介
を
行
う
。

幣
制
統
一
事
業

当
初
日
本
政
府
は
正
金
銀
行
に
円
艇
を
以
て
党
換
し
得
る
正
金
銀
行
券
（
銀
券
）
を
発
行
さ
せ
、
円
銀
本
位
の
幣
制
統
一
を
企
画
し
た
が
、

一
九

O
七
年
以
降
の
銀
価
暴
落
、
日
銀
券
流
入
等
に
よ
り
難
行
し
、

中
国
側
官
銀
号
、
銀
行
の
不
換
紙
幣
の
発
行
、

一
九

O
九
年
に
は
円

銀
本
位
幣
制
統
一
は
実
質
的
に
放
棄
さ
れ
た
。
そ
の
後
一
九
一
三
年
に
は
正
金
銀
行
に
金
貨
又
は
日
銀
免
換
券
を
本
住
貨
幣
と
す
る
銀
行

満州金融機関問題

券
（
金
券
）
発
行
が
許
可
さ
れ
、
同
時
に
朝
鮮
銀
行
券
の
流
通
が
朝
鮮
総
督
府
の
要
求
で
黙
認
さ
れ
た
結
果
、
満
州
で
は
日
本
・
中
国
・

ロ
シ
ア
の
各
種
の
貨
幣
が
流
通
混
乱
を
極
め
た
。
結
局
一
九
一
七
年
十
一
月
正
金
銀
行
の
銀
券
の
強
制
通
用
力
を
奪
い
、
同
行
の
金
券
発

行
が
中
止
さ
れ
、
以
後
朝
鮮
銀
行
券
（
金
本
位
）
に
よ
る
幣
制
統
一
が
は
か
ら
れ
る
。
（
し
か
し
妙
票
と
過
称
さ
れ
た
正
金
銀
行
銀
券
は
特
産

物
貿
易
資
金
、
為
替
通
貨
と
し
て
流
通
を
つ
づ
け
、
大
連
・
長
春
の
重
要
物
産
取
引
所
の
建
値
に
も
紗
票
が
用
い
ら
れ
た
。
）

長
期
金
融
・
特
別
貸
出
制
度

正
金
銀
行
が
本
格
的
に
在
満
日
本
人
企
業
へ
の
長
期
事
業
資
金
貸
付
を
始
め
る
の
は
、
各
方
面
か
ら
要
求
の
あ
っ
た
満
州
特
殊
金
融
機

開
設
立
に
替
っ
て
、

一
九
一

O
年
五
月
よ
り
正
金
銀
行
に
日
本
人
企
業
対
象
の
特
別
貸
出
制
度
（
三

O
O万
円
）
を
設
け
不
動
産
低
当
の

長
期
事
業
資
金
供
給
を
担
当
さ
せ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
こ
の
制
度
は
一
九
一
一
年
に
は
地
域
が
清
国
に
拡
大
さ
れ
、

一
九
一
三
年
に
は
五

0
0万
円
に
増
額
さ
れ
た
。

3 

特
別
貸
出
の
貸
付
額
は
一
九
一
七
年
東
拓
に
引
継
ぐ
ま
で
二
五

O
万
か
ら
二

O
O万
で
漸
減
傾
向
に
あ
り
必
し
も
順
調
で
は
な
か
っ
た
。



I-1表正金特別貸出、東拓貸付金期末残高表

（千円）

正金特別貸出 東拓地方別貸付金

総額（うち満州｜） 朝鮮（%） 満州｜（%） A 口 計

1910 430 ( 430) 

1911 1, 171 (1, 087) 

1913 2,415 (2,150) 

1915 2, 653 (2, 411) 

1917 2, 561 (l, 929) 8,486 (69) 3,793 (30) 12,278 (100) 

1922 569 （ー） 54,435 (42) 50,325 (39) 126,927 (100) 

1927 （ー） 61,157 (50) 50,393 (41) 122,253 (100) 

1932 （一） 89,527 (67) 33,263 (24) 133,882 (100) 

1937 （一） 102,072 (63) 36,552 (23) 159,573 (100) 

1940 （一） 156,174 (65) 68,509 (28) 241, 197 (100) 

（『明治大正財政史」第開70-471，ル明，『東拓30年誌』 95頁，東拓各年度営）
業報告書より作成。

I-2表正金満州特別貸出（1912年12月末現在）

貸付額
口数 l口あた（円り）貸付額

（千円）

航運業 90 (5%) 3 30,100 

農村業 65 ( 4 ) 14 4,660 

製造業 714 ( 40 ) 76 9,500 

商 業 660 ( 37 ) 120 5,500 

雑 255 (14 ) 62 4,120 

A 口 言十 l, 995 (100) 275 6,500 

（「勝田家文書」附冊の1酬金融機関欄ニ就テ」より）

作成。 ／ 

4 



地
域
的
に
は
満
州
で
八
l
九
割
、
し
か
も
満
州
内
で
は
大
連
・
牛
荘
・
鉄
嶺
の
三
都
市
に
集
中
し
て
全
体
の
七
割
前
後
を
占
め
た
。
業
種

別
に
見
れ
ば
、

一
九
一
二
年
末
現
在
で
、
金
額
で
は
製
造
業
が
、
口
数
で
は
商
業
が
第
一
位
で
あ
る
が
、

一
口
当
り
の
貸
付
金
高
で
は
製

造
業
は
商
業
の
一
、
七
倍
強
で
あ
る
。
製
造
業
中
で
は
、
土
木
建
築
請
負
業
二

O
口
を
始
め
住
宅
建
設
関
係
の
職
種
が
多
い
こ
と
と
、
煙

草
製
造
業
、
油
房
（
大
豆
採
油
業
）
、
製
粉
業
、
煉
瓦
製
造
業
が
多
額
の
貸
付
を
得
て
い
る
こ
と
が
め
だ
っ
し
、
商
業
雑
業
中
で
は
旅
館
・

下
宿
屋
・
貸
屋
業
の
数
が
多
い
。
少
数
の
比
較
的
大
規
模
な
貸
付
を
除
外
す
る
と
一
口
の
平
均
は
五

0
0
0円
以
下
と
な
る
か
ら
、
特
別

貸
出
は
中
小
零
細
企
業
対
象
の
事
業
資
金
・
救
済
資
金
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
し
、
又
そ
れ
ら
の
職
種
か
ら
当
時
の
在
満
日
本
人
商
工

業
者
の
構
成
を
推
定
で
き
お
。

満州金融機関問題

一
九
一
七
年
に
は
大
幅
な
金
融
機
関
再
編
が
行
わ
れ
た
。
「
東
洋
拓
殖
株
式
会
社
法
ヲ
改
正
シ
之
ヲ
シ
テ
満
蒙
方
面
ニ
於
ケ
ル
企
業

資
金
供
給
ノ
任
ニ
当
ラ
シ
メ
タ
リ
シ
ガ
更
一
二
般
商
業
金
融
ノ
中
心
機
関
ヲ
定
メ
以
テ
促
進
シ
来
レ
ル
金
建
取
引
ノ
需
要
ニ
応
シ
益
々
其

勢
ヲ
助
成
ス
ル
カ
為
朝
鮮
銀
件
ヲ
利
用
ス
ル
ト
共
ニ
横
浜
正
金
銀
行
ヲ
シ
テ
専
ラ
意
ヲ
其
本
然
ノ
業
務
ニ
用
ヒ
為
替
取
引
及
貿
易
金
融
ノ

調
節
ニ
努
力
セ
シ
メ
ン
ト
ス
」
（
勅
令
二
一
八
号
説
明
）
と
あ
る
よ
う
に
、
従
来
正
金
銀
行
に
集
中
し
て
い
た
諸
業
務
を
、
朝
鮮
銀
行
が
植

民
地
中
央
銀
行
と
な
っ
て
朝
鮮
銀
行
券
を
法
貨
と
し
て
幣
制
統
一
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
商
業
金
融
を
も
兼
任
、
東
拓
は
特
別
貸
出

を
継
承
し
て
長
期
事
業
資
金
供
給
を
行
い
、
正
金
は
貿
易
金
融
に
専
念
す
る
と
い
う
特
殊
銀
行
間
の
分
業
体
制
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
第
一
次
大
戦
、
南
満
東
蒙
条
約
等
の
新
情
勢
に
よ
り
、
経
済
的
に
も
政
治
的
軍
事
的
に
も
飛
躍
的
に
発
展
し
た
日
本
帝
国
主
義
の

満
州
支
配
に
対
応
、
こ
れ
を
担
保
す
る
金
融
体
制
の
成
立
で
あ
っ
た
。
（
特
に
注
記
す
る
以
外
、
資
料
は
大
蔵
省
編
『
明
治
大
正
財
政
史
』

第
十
五
巻
に
引
用
さ
れ
た
資
料
と
「
勝
国
家
文
書
」
二
六
分
冊
の
九
「
満
州
ニ
於
ケ
ル
特
殊
銀
行
機
能
ノ
統
一
ニ
関
ス
ル
件
」
に
依
っ
た
。
）

5 
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II 

前
節
で
日
露
戦
争
後
か
ら
第
一
次
大
戦
期
に
至
る
満
州
金
融
機
関
体
制
の
変
遷
の
概
略
を
示
し
た
が
、

つ
づ
い
て
当
該
期
の
日
本
の
満

州
経
済
支
配
構
造
と
そ
こ
か
ら
在
満
臼
本
人
商
工
業
者
に
よ
っ
て
満
州
特
殊
金
融
機
関
設
立
を
要
求
す
る
運
動
が
な
さ
れ
る
必
然
性
を
明

ら
か
に
す
る
。

日
本
は
満
州
事
変
以
前
、
満
州
に
お
い
て
三
十
一
種
の
所
謂
特
殊
権
益
を
有
し
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
権
益
の
中
心
は
一
九
O
五
年
の

ポ

l
ツ
マ
ス
条
約
と
日
本
が
ロ
シ
ア
よ
り
引
継
い
だ
満
州
に
お
け
る
権
益
を
清
国
政
府
に
認
め
さ
せ
た
「
満
州
に
関
す
る
日
清
条
約
」
お

よ
び
一
九
一
五
年
「
南
満
州
及
東
部
内
蒙
古
に
関
す
る
条
約
」
（
所
謂
「
二
十
一
カ
条
要
求
」
の
中
心
部
分
）
に
よ
っ
て
中
国
か
ら
奪
っ
た

諸
権
益
か
ら
な
っ
て
い
た
。
か
か
る
条
約
上
あ
る
い
は
実
質
上
の
諸
権
益
に
よ
り
南
満
州
は
日
本
の
独
占
的
勢
力
範
囲
と
な
っ
た
。

経
済
支
配
の
諸
指
標
か
ら
み
る
と
、
例
え
ば
資
本
輸
出
に
つ
い
て
み
れ
ば
、

一
九
二
八
年
の
満
鉄
調
査
に
よ
れ
ば
各
国
の
対
満
投
資
は

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
が
中
東
鉄
道
と
ハ
ル
ピ
ン
に
帝
政
時
代
以
来
の
財
産
を
保
有
す
る
以
外
は
、
日
本
が
全
体
の
七
O
%
を
占
め
、
英
米
資
本

（

5）
 

は
無
視
で
き
る
程
度
で
あ
る
。

第
一
表
、
第
二
表
か
ら
満
鉄
の
圧
倒
的
地
位
は
明
白
で
、
満
州
経
済
支
配
に
お
け
る
満
鉄
と
そ
れ
に
資
金
を
供
給
し
た
特
殊
銀
行
（
国

家
資
本
）
の
重
要
性
は
く
ど
く
ど
き
守
7
必
要
も
な
い
。
し
か
し
満
鉄
以
外
の
民
閉
会
社
も
会
社
数
・
資
本
金
に
お
い
て
第
一
次
大
戦
を
契

機
に
飛
躍
的
に
発
展
し
て
い
る
こ
と
、

一
九
二

0
年
代
は
発
展
が
停
滞
的
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
（
第
二
表
）
。

一
九
二
六
年
に
は
日
本
の
対
満
投
資
は
一
四
億
円
強
に
達
し
、
そ
の
投
下
対
象
別
で
は
、
運
輸
業
五
六
%
、
農
鉱
林
業
八
%
、
工
業
一

（

6）
 

O
%
、
商
業
八
%
、
金
融
業
一
五
%
、
其
他
三
%
と
な
っ
た
が
、
と
こ
ろ
が
こ
の
う
ち
民
間
資
本
の
投
下
は
商
業
・
金
融
業
お
よ
び
農
産



7 満州金融機関問題

II-1表 日本満州、｜投資者別表（1926年）

投資 者 金額（百万円） 害リ A口%

j荷 鉄 751 54 

日本政府借款 97 7 

民間 借款 18 1 

法人企業 439 31 

個人企業 94 7 

i口〉、 言十 1,402 100% 

一出資4000万円 …飢伽の法人企
（但…臨000万
業の投資額はlt意円弱。細川嘉六『植民史」 358～359頁。

II-2表在満日本企業資本金状況（単位千円）

会社数 払込資本③ 指数 満鉄払込資本⑨
一般会社払込資本 ⑧ー⑤

③ー⑧ の指数

1907 11 105,664 100 102,000 3,664 100 

1911 30 119, 951 105 102,000 17,951 490 

1916 133 164,149 155 132,000 32,149 877 

1921 794 517,401 490 309,156 208,245 5,684 

1926 1,187 587,131 562 337,156 249,975 6,822 

（満史会編 ri筒！H開発40年史」上巻79頁より作成。）
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物
加
工
業
に
集
中
す
る
傾
向
が
あ
り
、
政
府
資
本
（
満
鉄
）
が
植
民
地
開
発
の
基
礎
条
件
で
あ
る
交
通
手
段
（
鉄
道
・
港
湾
）
、
製
鉄
業
・

炭
坑
等
に
主
と
し
て
投
下
さ
れ
た
の
と
著
し
い
対
照
を
な
し
て
い
る
。

つ
ぎ
に
貿
易
関
係
で
は
、
日
満
貿
易
の
特
徴
と
し
て
以
下
の
三
点
が
み
ら
れ
令

付
貿
易
額
の
急
速
な
増
加
、

一
九
一

O
年
か
ら
一
九
二
六
年
に
約
五
倍
に
拡
大
。
満
州
の
貿
易
総
額
の
四
割
を
日
本
が
占
め
、
満
州

は
日
本
の
貿
易
総
額
の
一
割
を
占
め
る
。

ω日
本
側
の
入
超
が
一
般
的
で
あ
る
の
は
対
満
投
資
の
結
果
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
第
一
次

大
戦
期
、
そ
の
直
後
の
日
本
側
の
出
超
は
大
戦
を
契
機
と
す
る
外
国
商
品
の
退
却
と
日
本
商
品
の
満
州
進
出
を
示
す
。
日
日
本
の
対
満
輸

出
は
棉
製
品
が
中
心
で
、
満
州
よ
り
の
輸
入
は
大
豆
豆
粕
を
中
心
と
し
て
い
る
が
、
石
炭
・
コ
ー
ク
ス
と
鉄
類
輸
入
が
急
増
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
満
州
が
日
本
の
独
占
的
な
投
資
市
場
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
軽
工
業
製
品

l
棉
製
品
の
重
要
な
輸
出
市
場
と
し
て
、

又
日
本
の
原
料
供
給
地
と
し
て
編
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
輸
入
額
に
占
め
る
石
炭
・
コ
ー
ク
ス
と
鉄
類
の
割
合
の
増
加
は
日
本

の
重
工
業
資
源
の
供
給
地
と
し
て
の
満
州
の
比
重
が
高
く
な
っ
て
い
る
ご
と
（
満
鉄
の
経
営
す
る
撫
順
炭
坑
や
鞍
山
製
鉄
所
の
発
展
）
を

示
し
て
い
る
が
、
し
か
し
輸
入
の
最
大
の
部
分
を
占
め
る
の
は
常
に
大
豆
豆
粕
（
特
産
物
）
で
あ
っ
た
。

か
か
る
資
本
投
下
、
日
満
貿
易
の
構
造
か
ら
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
満
鉄
と
い
う
巨
大
な
組
織
に
よ
っ
て
満
州
農
村
を
商
品
生
産
（
大

豆
を
中
心
と
す
る
）
に
動
員
す
る
こ
と
」
に
日
本
の
満
州
経
済
支
配
の
基
本
が
あ
っ
た
か
ら
、
農
村
の
特
産
物
（
大
豆
を
中
心
と
す
る
商

品
作
物
）
生
産
と
そ
の
輪
出
を
基
礎
と
す
る
満
州
経
済
の
繁
栄
は
、
特
産
物
を
輸
出
港
に
棉
製
品
を
農
村
市
場
に
運
ん
だ
鉄
道
・
港
湾
（

満
鉄
は
全
満
州
鉄
道
貨
物
輸
送
量
の
五

1
六
割
を
握
り
、
満
州
貿
易
の
八
割
前
後
を
呑
吐
し
た
大
連
港
を
経
営
し
た
）
、
こ
れ
ら
の
商
品

こ
れ
と
関
連
す
る
銀
行
・
船
会
社
お
よ
び
官
銀
号
・
糧
桟
を
通
じ
て
特
産
物
買
収
を

（

9）
 

行
っ
た
張
作
震
に
代
表
さ
れ
る
軍
閥
に
巨
大
な
利
潤
を
も
た
ら
し
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
植
民
地
支
配
の
基
礎
条
件
で
あ
る
交
通
手

の
流
通
過
程
を
支
配
し
た
日
本
系
商
業
資
本
、



一昨一一一……一一一一一一一一一一一

段
（
鉄
道
・
大
連
港
湾
施
設
）
と
鉱
工
業
部
門
に
資
本
を
投

下
し
た
満
鉄
、
満
鉄
に
資
金
を
供
給
し
あ
る
い
は
植
民
地
中

央
銀
行
と
し
て
活
動
し
た
興
業
銀
行
・
正
金
銀
行
の
知
き
特

殊
銀
行
と
特
産
物
輸
出
・
棉
製
品
を
主
力
と
す
る
軽
工
業
製

品
輸
入
に
従
事
し
た
日
本
系
大
商
業
資
本
（
三
井
物
産
等
）

が
日
本
側
満
州
経
済
支
配
の
基
幹
部
分
で
あ
っ
た
。
日
本
の

満州金融機関問題

満
州
政
策
の
決
定
は
こ
の
部
分
と
密
接
な
関
連
が
あ
っ
た
こ

と
は
当
然
で
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
こ
の
基
幹
部
分
に
従
属
し

て
、
商
業
（
小
売
業
・
貿
易
業
・
特
産
物
取
引
）
、
土
木
建
築

業
、
油
房
・
醸
造
業
等
の
食
品
加
工
業
、
製
造
業
等
の
工
業

に
従
事
す
る
中
小
零
細
営
業
者
の
厚
い
存
在
を
無
視
で
き
な

彼
ら
は
大
連
・
奉
天
を
は
じ
め
と
す
る
満
鉄
沿
線
各
地
に

商
業
会
議
所
・
同
業
組
合
を
結
成
し
て
、
そ
の
要
求
を
関
東

都
督
府
、
中
央
政
府
の
政
策
に
反
映
さ
せ
る
目
的
で
各
種
の

運
動
を
展
開
す
る
が
、
な
か
で
も
在
満
日
本
人
商
工
業
者
に

日本の対満貿易（千海関両）

1917 1921 1925 1930 

綿 織 物 16,998 22,995 34,143 30,332 

対 綿 糸 6,279 8,540 5, 721 2,321 
満
衣 類 5,953 2,981 1,660 2,952 

重

要 鉄 銅 5,150 2,760 3,574 7,097 

輸 機 械 類 1,958 3,431 2,434 5, 719 
出
五品の全輸出に

品 占める%
50 57 55 44 

豆 粕 21,647 45,742 40,558 28,891 

士f
大 豆 2,342 11,699 21, 743 23,193 

満

重 石炭・コークス l, 011 2,617 9,867 16,160 

要 枠 蚕 糸 1,229 10,576 7,600 5, 790 
輸
鉄 類 2,817 2,991 2,734 6, 733 

入

品
五品の金輸入に

75 82 83 69 占める%

（細川嘉六『植民史』 356～357頁より作成。）

事
業
資
金
を
供
給
も
、
保
護
救
済
す
る
こ
と
を
主
目
的
の
ひ
と
つ
と
す
る
満
州
特
殊
銀
行
設
立
の
要
求
は
最
も
大
規
模
な
運
動
で
あ
っ
た
。

9 

II-3表
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独
占
資
本
主
義
段
階
の
中
小
企
業
問
題
の
植
民
地
版
と
し
て
、
内
地
の
同
時
期
の
中
小
企
業

問
題
と
共
通
性
を
持
つ
と
同
時
に
、

一
方
で
は
日
本
帝
国
主
義
の
尖
兵
と
し
て
常
に
植
民
地

の
中
国
人
民
と
接
触
し
て
対
立
関
係
に
あ
る
と
い
う
点
に
相
違
の
あ
る
在
満
日
本
人
商
工
業

者
の
問
題
は
、
彼
ら
が
中
国
政
策
に
関
す
る
強
硬
論
、
排
外
主
義
的
傾
向
を
有
し
、
後
年
の
植

民
地
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
と
も
関
連
が
あ
る
と
い
う
点
か
ら
も
興
味
が
あ
る
。
彼
ら
の
経
済
的

住
置
、
運
動
要
求
の
内
容
、
要
求
を
中
央
政
府
・
関
東
都
督
府
の
政
策
に
反
映
さ
せ
る
メ
カ

ニ
ズ
ム
は
十
分
検
討
す
る
に
値
す
る
問
題
で
あ
ろ
う
。

満州、旧本側商
業会議所の設置

1920 

ノ、yレヒ。ン

i923 I鉄嶺
（篠崎瓢酬と相生由太郎う
852～853頁より作成。 ／ 

こ
の
よ
う
に
満
鉄
｜
大
商
業
資
本
（
三
井
物
産
等
）
｜
在
満
日
本
人
商
工
業
者
層
（
中
小
零
細
営
業
者
）
と
い
う
系
列
が
存
在
し
、
各
階

大連実業会

奉天商業会議所

安東

営口・長春

1921 

直
接
結
び
つ
い
て
い
た
（
興
業
銀
行
は
専
ら
満
鉄
社
債
の
引
受
け
）
。

層
が
連
関
し
て
植
民
地
の
経
済
的
支
配
組
織
を
形
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
正
金
銀
行
は
植
民
地
中
央
銀
行
と
し
て
植
民
地
各
階
層
と

正
金
銀
行
の
一
九

O
八
年
段
階
の
満
州
業
務
は
以
下
の
と
う
り
で
あ
っ
（
出
。

Il-4表

1905 

1907 

1908 

一
九

O
八
年
一
年
間
の
総
貸
出
高
は
五
二

O
O万
円
銀
、
内
三
五

O
O万
円
が
大
豆
豆
粕
関
係
貸
出
で
あ
る
。
又
為
替
取
扱
高
は
買
為

替
一
二
六

O
万
円
、
売
為
替
二
五
五

O
万
円
で
あ
る
が
、
買
為
替
の
大
部
分
は
大
一
旦
豆
粕
関
係
の
為
替
で
資
金
供
給
の
意
味
を
も
っ
て
い
る
。

同
年
の
大
連
・
営
口
の
大
豆
豆
粕
輸
出
高
七
九

O
O万
円
か
ら
み
て
正
金
銀
行
の
大
豆
豆
粕
の
輸
出
金
融
機
関
と
し
て
の
重
要
性
は
明
白

で
あ
る
。
別
の
資
料
で
も
、
日
本
の
全
大
豆
豆
粕
輸
入
高
の
う
ち
正
金
銀
行
の
為
替
取
扱
高
は
、

年
に
は
七
一
一
%
に
達
し
て
い
る
。
と
く
に
日
本
側
の
最
大
の
貿
易
商
社
で
あ
る
三
井
物
産
と
は
満
州
取
引
に
付
特
約
を
結
ん
で
特
別
有
利

（日）

な
条
件
で
為
替
取
引
を
行
う
な
ど
、
有
力
な
貿
易
商
社
に
は
特
産
物
取
引
お
よ
び
棉
製
品
輸
入
に
関
し
て
大
幅
な
資
金
援
助
を
行
っ
た
。

一
九
一

O
年
に
は
四
五
%
、

九

九



と
こ
ろ
が
こ
れ
以
外
の
諸
貸
出
は
貧
弱
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
不
動
産
貸
付
（
土
地
・
建
物
・
耕
地
）
四
O

7
7
 

万
円
、
受
負
業
者
へ
の
貸
付
十
二
万
円
、
輸
入
商
お
よ
び
小
売
商
に
対
す
る
貸
付
十
四
・
五
万
円
、
新
し
い
起

業
に
対
す
る
貸
付
も
僅
少
で
あ
る
。
原
因
は
不
動
産
貸
付
は
「
南
満
東
蒙
条
約
」
締
結
以
前
は
日
本
人
の
土
地

額
の
負
債
を
既
に
負
っ
て
い
る
こ
と
、
日
本
人
の
経
営
の
工
業
会
社

所
有
権
が
不
安
定
で
抵
当
権
設
定
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
、
輸
入
商
小
売
商
の
規
模
が
零
細
で
且
つ
多
く
が
多

が
未
だ
少
数
で
あ
っ
た
こ
と
等
に
求
め
ら
れ
る
が
、
要
す
る
に
一
九

満州金融機関問題

O
八
年
段
階
で
は
正
金
銀
行
は
三
井
物
産
等
の
特
産
物
と
棉
製
品
の

貿
易
に
関
係
す
る
少
数
の
大
規
模
商
業
資
本
に
集
中
的
に
資
金
援
助

を
行
っ
て
、
中
小
零
細
営
業
者
に
は
甚
だ
不
親
切
で
あ
っ
た
と
き

ょ
う
。

一
方
、
当
時
の
満
州
の
金
融
機
関
発
達
は
未
熟
で
、
第
一
次

（

M）
 

大
戦
期
の
経
済
膨
脹
期
に
多
数
の
銀
行
が
設
立
さ
れ
る
以
前
は
、
民
間
銀
行
と
し
て
は
資
本
金
僅
か
六
万
円
の
正
隆
銀
行
（
日
支
合
弁
）

II-5表三井物産
の大豆・豆粕輸入
取扱高（日本の総
ん総量に占める割合）

大豆 豆粕

1906 6% 15% 

1907 18 22 

1908 12 25 

1909 11 21 

1910 9 19 

1911 19 23 

（一一川西村成雄「帝国主議と農村経済についての｜

覚書」『中国近代史研究会報』 No.11,1968 J 

に引用されたもの。 I 

一
行
と
第
一
銀
行
安
東
支
店
以
外
は
内
地
大
銀
行
の
支
店
も
な
く
、
正
金
銀
行
は
在
満
日
本
人
商
工
業
者
に
対
す
る
貸
出
に
消
極
的
で
あ

お
が
ざ
る
を
得
、
ず
、
資
金
不
足
は
著
し
か
っ
た
（
第
六
表
）
。

っ
た
か
ら
、
彼
ら
は
企
業
活
動
の
資
金

l
商
工
業
の
運
転
資
金
、
設
備
投
資
、
市
街
地
住
宅
の
造
成
費
を
一
途
に
高
利
貸
・
質
屋
に
あ

以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
二
二
井
物
産
等
の
満
州
貿
易
に
従
事
し
た
大
商
業
資
本
の
側
か
ら
で
は
な
く
、
ま
ず
最
初
在
満
日
本
人
商
工

11 

業
者
（
中
小
零
細
営
業
者
）
の
側
か
ら
彼
ら
に
事
業
資
金
、
保
護
救
済
的
資
金
を
供
給
す
る
満
州
特
殊
金
融
機
関
設
立
の
運
動
が
起
こ
さ

れ
て
、
こ
れ
を
契
機
に
「
満
州
金
融
機
関
問
題
」
が
日
本
帝
国
主
義
内
部
の
各
層
で
、
内
地
、
満
州
を
問
わ
ず
活
発
に
論
議
さ
れ
た
。
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以
下
、
満
州
金
融
機
関
問
題
と
そ
れ
に
対
す
る
在
満
日
本
人
商
工
業
者
の
運
動
を
見

て
い
く
。

III 

中
国
満
州
に
対
す
る
専
門
的
金
融
機
関
設
置
は
既
に
日
清
戦
後
経
営
期
か
ら
本
格
的

に
問
題
と
な
り
始
め
、
日
露
戦
争
を
経
過
す
る
な
か
で
ま
す
ま
す
緊
急
の
問
題
と
な
っ

て
各
方
面
か
ら
日
清
銀
行
設
立
建
議
が
提
出
さ
れ
、
又
政
府
側
の
日
清
銀
行
法
案
が
提

出
さ
れ
る
な
ど
議
会
で
も
問
題
と
さ
れ
均
「

満州の日本側銀行

本店数
支店出

言十
張所数

1907 1 9 10 

1910 2 12 14 

1915 12 24 36 

1920 25 52 77 

1925 17 56 73 

1930 13 47 60 

（満州｜中央銀行「満州l中央銀行十年）
史J17～18頁より作成。 ／ 

II-6表

し
か
し
こ
れ
ら
日
清
銀
行
案
が
少
数
の
例
外
を
除
き
中
国
本
土
に
対
す
る
金
融
機
関
の
設
置
を
問
題
と
し
て
い
た
の
に
対
し
、
満
州
金

融
機
関
設
置
が
本
格
的
に
論
議
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
一
九

O
八
l
九
年
頃
か
ら
で
、
政
府
の
決
定
し
た
正
金
銀
行
に
よ
る
満
州
金
融
体

者
に
対
す
る
低
利
か
つ
長
期
の
事
業
資
金
供
給
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

制
に
対
す
る
満
州
現
地
の
不
満
を
契
機
と
す
る
。
そ
れ
は
前
述
の
よ
う
に
、
満
州
金
融
事
情
緩
和
を
目
的
と
し
て
、
在
満
日
本
人
商
工
業

当
時
満
州
金
融
機
関
設
置
の
方
策
と
し
て
、
山
既
設
の
正
金
銀
行
の
業
務
を
拡
大
し
長
期
貸
出
を
担
当
さ
せ
る
。
倒
満
鉄
に
金
融
業
務

（
日
山
）

を
兼
営
さ
せ
る
。
矧
満
州
に
特
殊
金
融
機
関
を
新
設
す
る
、
と
い
う
三
策
が
満
州
・
お
よ
び
日
本
内
地
で
論
議
さ
れ
た
。

満
州
現
地
の
意
向
は
特
殊
金
融
機
関
満
州
銀
行
設
立
ー
で
あ
っ
た
。

一
九

O
八
年
頃
よ
り
始
ま
っ
た
満
州
銀
行
設
立
を
要
求
す
る
在

満
日
本
人
商
工
業
者
の
運
動
を
背
景
と
し
て
、
第
二
十
五
お
よ
び
第
二
十
六
議
会
に
は
末
永
純
一
郎
等
が
犬
養
毅
・
斉
藤
二
郎
を
紹
介
議

員
と
し
て
請
願
（
第
二
十
五
議
会
宛
請
願
「
満
州
興
業
銀
行
設
立
ノ
在
、
第
二
十
六
議
会
宛
請
願
「
満
州
査
融
機
関
特
設
ノ
件
」
）
を
行
い
、



さ
ら
に
原
田
十
衛
、
元
田
肇
等
政
友
会
議
員
に
よ
る
満
州
特
殊
金
融
機
関
設
立
建
議
（
第
二
十
五
議
会
「
満
州
租
借
地
ニ
於
ケ
ル
金
融
機

関
設
立
ニ
関
ス
ル
建
議
案
」
、
第
二
十
六
議
会
「
満
州
銀
行
設
立
ニ
関
ス
ル
建
議
案
」
）
が
提
出
さ
れ
る
に
至
つ
匂
こ
れ
ら
請
願
・
建
議
の

内
容
は
ほ
ぼ
共
通
し
て
、
資
本
金
一

0
0
0万
円
以
上
、
商
工
業
・
不
動
産
に
対
す
る
資
金
供
給
（
一
般
銀
行
業
務
以
外
に
拓
殖
銀
行
・

興
業
銀
行
的
業
務
を
行
う
）
、
銀
行
券
（
あ
る
い
は
一
覧
払
手
形
の
如
き
党
換
券
）
発
行
権
を
有
し
、
な
お
か
つ
政
府
に
よ
る
利
子
補
給
等

の
保
護
を
与
え
ら
れ
た
、
単
な
る
一
般
金
融
機
関
で
は
な
い
、
満
州
に
於
け
る
日
本
人
商
工
業
者
の
活
動
を
金
融
面
で
保
護
・
援
助
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
特
殊
銀
行
設
置
の
要
求
で
あ
る
。

満州l金融機関問題

「
積
極
的
に
少
し
は
算
盤
の
桁
が
外
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ぬ
が
、
在
満
州
邦
人
の
事
業
を
保
護
奨
励
す
る
と
云
ふ
意
味
に
於
き
ま
し
て
、

言
換
へ
れ
ば
政
治
的
補
助
機
関
と
云
ふ
意
味
に
於
き
ま
し
て
特
殊
の
一
大
銀
行
を
造
っ
て
貰
ひ
た
い
と
云
ふ
の
で
ご
ざ
い
ま
す
」

（日）

案
提
出
者
原
田
十
衛
の
説
明
）
あ
る
い
は
「
今
日
満
州
デ
最
モ
困
ッ
テ
居
ル
ノ
ハ
中
流
以
下
ノ
商
人
デ
ア
ル
、
ソ
レ
ヲ
斯
フ
云
フ
モ
ノ
ノ
（
建
議

救
済
ガ
先
ズ
当
面
ノ
急
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
、
斯
フ
云
フ
モ
ノ
ヲ
目
的
ト
シ
テ
土
地
、
或
ハ
建
物
、
或
ハ
其
他
ノ
建
造
物
等
ニ
対
シ
テ
多
少

長
期
ニ
貸
付
ヲ
シ
ナ
ケ
レ
パ
救
済
ノ
目
的
ヲ
達
ス
ル
訳
ニ
ハ
行
ク
マ
イ
ト
思
ヒ
マ
ス
」
（
「
満
州
銀
行
設
立
ニ
関
ス
ル
建
議
案
」
特
別
委
員

会
に
お
け
る
小
寺
謙
吉
の
発
言
）
と
い
う
言
葉
は
こ
れ
ら
の
満
州
特
殊
金
融
機
関
設
置
案
の
要
求
と
そ
れ
を
要
求
し
た
者
の
性
格
を
示
し

て
い
る
。

請
願
は
採
択
、
又
建
議
案
も
衆
院
で
満
場
一
致
採
択
さ
れ
た
し
、
第
二
次
桂
内
閣
の
閣
僚
に
も
賛
成
者
が
多
く
、
さ
ら
に
満
州
の
関
東

（却）

都
督
府
、
満
鉄
も
該
案
実
現
に
援
助
を
与
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
蔵
省
側
の
反
対
に
よ
り
満
州
特
殊
金
融
機
関
新
設
は
不
成
立
に
終

13 

一
九
一

O
年
五
月
四
日
第
一
三
八
号
命
令
に
よ
り
正
金
銀
行
の
業
務
を
不
動
産
貸
付
の
分
野
に
拡
大
し
て
長
期
事
業
資
金
供
給
を
行

わ
せ
、
原
資
と
し
て
政
府
よ
り
三

O
O万
円
を
無
利
子
で
貸
す
る
と
い
う
部
分
的
改
良
に
止
ま
っ
た
時
大
蔵
省
の
判
断
の
根
拠
と
な
っ
た

り



14 

の
は
、
第
二
十
五
議
会
の
満
州
銀
行
設
立
の
請
願
と
建
識
を
う
け
て
政
府
が
満
州
・
中
国
・
朝
鮮
に
派
遣
し
た
勝
田
主
計
大
蔵
省
理
財
局

長
の
視
察
報
告
で
あ
っ
た
。

勝
目
家
文
書
一
一
六
分
冊
の
七
「
満
州
ニ
於
ケ
ル
金
融
機
関
ニ
就
テ
」
・
お
よ
び
八
「
満
州
ニ
於
ケ
ル
金
融
機
関
ノ
状
況
」
は
乙
の
時
の

報
告
の
草
稿
と
推
定
さ
れ
る
が
、
こ
の
中
で
は
満
州
に
お
け
る
金
融
諸
機
関
の
現
状
・
資
金
需
要
等
が
報
告
さ
れ
、
商
業
資
金
は
現
状
の

正
金
銀
行
の
業
務
で
十
分
、
工
業
資
金
は
工
業
未
発
達
故
不
要
、
残
る
不
動
産
金
融
に
コ
一

O
O万
円
程
度
の
融
資
を
行
う
必
要
が
あ
る
と

結
論
さ
れ
て
い
る
。
南
満
州
の
日
本
人
の
事
業
が
未
発
達
で
あ
る
為
、
特
殊
銀
行
新
設
は
不
要
、
正
金
銀
行
に
従
来
の
業
務
以
外
に
長
期

貸
付
（
三

O
O万
円
）
、
お
よ
び
金
銀
勘
定
を
聞
か
せ
る
丈
で
十
分
と
の
意
見
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
一
九

O
八
1
九
年
に
か
け
て
の
満
州
特
殊
金
融
機
関
設
立
運
動
は
、
満
州
あ
る
い
は
内
地
の
政
財
界
の
一
部
も
巻
込
ん
だ

運
動
を
展
開
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
局
は
不
十
分
な
結
果
に
終
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
満
州
の
日
本
人
企
業
の
成
長
の
未

熟
さ
（
例
え
ば
H
1
2表
参
照
）
、
あ
る
い
は
高
橋
是
清
の
意
胞
の
如
く
日
本
の
満
州
に
お
け
る
権
益
が
「
南
満
東
蒙
条
約
」
以
降
の
よ
う

に
強
固
で
な
か
っ
た
こ
の
時
期
に
は
、
満
州
銀
行
設
立
の
よ
う
な
中
園
、
列
強
帝
国
主
義
を
刺
激
す
る
行
動
は
避
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

こ
と
等
に
原
因
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
、
運
動
の
成
功
不
成
功
は
別
と
し
て
も
、
こ
の
運
動
で
示
さ
れ
た
よ
う
に
、

満
州
に
在
住
す
る
日
本
人
商
工
業
者
（
中
小
零
細
営
業
者
）
が
自
己
の
利
益
を
実
現
す
る
為
に
結
集
し
て
政
治
的
行
動
を
と
り
、
植
民
地

か
ら
内
地
に
向
つ
て
世
論
を
喚
起
し
政
府
の
満
州
政
策
決
定
に
一
定
の
影
響
を
与
え
る
機
能
を
持
ち
は
じ
め
る
こ
と
は
注
目
に
値
い
す
領

日
露
戦
後
1
第
一
次
大
戦
期
の
在
満
日
本
人
商
工
業
者
の
満
州
金
融
機
関
設
立
運
動
を
三
期
に
分
け
で
概
略
を
の
ベ
る
。
（
お
）

付
満
州
特
殊
金
融
機
関
を
要
求
す
る
在
満
日
本
人
の
運
動
は
、
一
九

O
八
年
頃
か
ら
始
ま
り
、
末
永
純
一
郎
（
遼
東
新
報
社
主
）
、
荘

伴
治
（
大
連
羅
紗
販
売
業
、
大
連
商
業
会
議
所
常
識
員
）
等
が
中
心
と
な
っ
て
、
議
会
へ
の
請
願
を
行
っ
た
。
第
二
十
五
議
会
で
満
州
銀

以
下
、



行
設
立
関
係
の
請
願
・
建
議
が
採
択
さ
れ
、
政
府
が
調
査
を
開
始
す
る
と
、
末
永
等
は
金
融
機
関
設
立
研
究
会
（
一
九

O
九
年
九
月
に
は

金
融
機
関
設
立
期
成
同
盟
会
に
改
組
）
を
組
織
し
、
以
後
「
期
成
同
盟
」
が
運
動
の
中
心
と
な
っ
た
。
こ
れ
と
並
行
し
て
大
連
実
業
会
主

催
の
満
州
実
業
連
合
会
（
一
九

O
九
年
五
月
）
、
奉
天
商
業
会
議
所
主
催
の
南
満
州
実
業
連
合
臨
時
大
会
（
同
年
九
月
）
が
開
催
さ
れ
て
満

州
特
殊
金
融
機
関
設
立
を
決
議
す
る
と
運
動
は
全
満
州
の
日
本
人
商
工
業
者
を
巻
込
む
ま
で
に
拡
大
し
、
さ
ら
に
前
述
の
如
く
満
鉄
・
関

東
都
督
府
も
こ
れ
を
支
持
し
た
。
「
期
成
同
盟
」
の
活
動
は
こ
の
広
範
な
層
を
代
弁
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
「
期
成
同
盟

で
は
末
永
・
荘

が
上
京
し
て
桂
首
相
に
請
願
を
行
い
、
さ
ら
に
第
二
十
六
議
会
に
向
け
て
上
京
委
員
を
派
遣
し
て
政
府
・
議
会
に
請
願
を
行
っ
た
。
こ
の

満州金融機関問題

一
九

O
八
｜
一
九
一

O
年
の
運
動
は
部
分
的
に
し
か
実
現
し
な
か
っ
た
が
（
正
金
の
特
別
貸
出
制
度
）
、
こ
れ
以
後
も
在
満
日
本
人
商
工

業
者
を
中
心
と
し
て
運
動
は
継
続
す
る
。

口
一
九
一

O
年
正
金
銀
行
の
特
別
貸
出
制
度
が
設
置
さ
れ
（
三

O
O万
円
）
若
干
金
融
事
情
が
好
転
、
金
利
も
下
っ
た
の
で
、

九

三
年
末
永
に
よ
り
特
別
貸
出
増
額
の
要
求
が
な
さ
れ
た
以
外
目
立
っ
た
動
き
は
な
か
っ
た
が
（
同
年
七
月
五

O
O万
円
に
増
額
）
7
第
一
次
大

戦
、
「
南
満
東
蒙
条
約
」
締
結
を
契
機
と
す
る
満
州
経
済
情
勢
の
急
変
は
運
動
を
再
然
さ
せ
る
。
条
約
調
印
と
同
時
に
石
本
顕
太
郎
代
議
士
に

よ
っ
て
「
満
州
金
融
機
関
設
立
建
議
」
が
提
出
さ
れ
、
つ
守
つ
い
て
一
九
一
五

l
一
九
一
七
年
に
は
満
州
の
新
経
済
情
勢
に
対
応
す
る
満
州
金
融

機
関
再
編
成
問
題
を
め
ぐ
っ
て
二
つ
の
構
想
大
隈
内
閣
の
提
出
し
た
満
州
銀
行
案
（
大
隈
内
閣
辞
職
以
後
は
経
済
調
査
会
決
議
の
満
州
銀

行
案
）
と
朝
鮮
総
督
府
側
の
東
洋
拓
殖
会
社
法
改
正
案
（
朝
鮮
銀
行
と
東
拓
に
よ
っ
て
満
州
金
融
機
関
を
再
編
成
す
る
構
想
、
寺
内
朝
鮮
総

督
が
内
閣
を
組
織
す
る
と
政
府
案
と
さ
れ
る
）
が
対
抗
す
る
が
、
在
満
日
本
人
商
工
業
者
は
満
州
銀
行
設
立
賛
成
（
大
隈
内
閣
支
持
）
の
運

動
を
行
っ
た
。
こ
の
間
題
は
結
局
、
一
九
一
七
年
七
月
東
拓
法
改
正
及
同
年
十
一
月
の
勅
令
一
一
一
八
号
に
よ
り
、
朝
鮮
銀
行
！
東
拓
の
ラ
イ

15 

ン
で
満
州
金
融
燐

再
編
成
が
行
わ
れ
る
が
、
し
か
し
在
満
日
本
人
商
工
業
者
の
第
二
期
の
運
動
の
形
態
に
は
新
し
い
特
徴
が
現
わ
れ
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一
九
一

0
年
代
（
と
く
に
第
一
次
大
戦
後
）
に
な
る
と
「
満
州
系
代
議
士
」

な
る
言
葉
が
見
え
る
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
石
本
慣
太
郎
、
阿
部
次
郎
、
加
藤
定
吉
、
吉
野
小
一
郎
、
松
野
鶴
平
、
門
田
新
松
黙
で
あ

る
が
、
そ
の
経
歴
は
関
東
都
督
府
官
僚
、
満
州
関
係
特
殊
会
社
員
、
満
州
の
企
業
家
等
で
選
挙
区
は
内
地
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

満
州
に
利
害
関
係
を
有
す
る
者
で
あ
る
。
第
一
次
大
戦
期
に
満
州
経
済
の
発
展
に
よ
っ
て
、
満
州
財
界
ぽ
従
来
の
商
業
会
議
所
の
運
動
以

た
。
満
州
選
出
の
代
議
士
は
存
在
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

（
特
に
註
記
す
る
以
外
資
料
は
、
篠
崎
嘉
郎
「
満
州
と
相
生
由
太
郎
』
福
昌
公
司
互
敬
会
、
一
九
三
二
年
、
「
勝
国
家
文
章
旦

冊
の
九
、
十
四
、
、
お
よ
び
大
連
商
業
会
議
所
「
満
蒙
実
業
葉
報
』
に
よ
る
。
）

一
一
ム
ハ
分

外
に
「
満
州
系
代
議
士
」
と
い
う
パ
イ
プ
を
保
有
し
、
こ
れ
を
通
じ
て
中
央
政
府
に
働
き
か
け
る
よ
う
に
な
る
。

臼
一
九
二

O
年
よ
り
始
っ
た
景
気
後
退
の
た
め
朝
鮮
銀
行
が
満
州
に
お
け
る
発
券
額
を
縮
少
し
、
満
州
財
界
が
深
刻
な
打
撃
を
う
け
慢

性
的
不
況
と
な
る
と
救
済
資
金
を
要
求
し
、
満
州
中
央
銀
行
設
立
を
要
求
す
る
運
動
が
三
度
発
生
す
る
。
要
求
の
詳
細
な
内
容
は
省
略
す

一る
回が
満
州第
商三

去勢
議運
所動
連の
合特
会徴
がと
開し
催；て
さは
れ8

見事
i ~ 
謹話
芸斐
議尋

噴爵
；；，の

す受
持 2.
ち~
でユ
受傷
2.的
矛長
尾容
さ C

.i,, れ

瓦て

こ九

満二
州年
の五
商月
工大
業連
者で
の第

要
求
が
結
集
さ
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
商
業
会
議
所
の
代
表
者
の
関
東
庁
（
の
ち
関
東
局
）
の
組
織
す
る
各
種
調
査
会
へ
の
参
加
、
意
見
具
申

等
の
方
法
で
関
東
庁
と
商
業
会
議
所
と
の
関
係
が
強
化
さ
れ
、
政
策
決
定
に
影
響
を
与
え
る
と
と
が
あ
げ
ら
れ
る
b

第
一
次
大
戦
後
の
不

況
対
策
と
し
て
、
大
連
商
業
会
議
所
等
の
要
請
を
う
け
て
組
織
さ
れ
た
関
東
庁
経
済
調
査
会
（
一
九
二
二
年
十
月
関
東
庁
経
済
調
査
会
規

則
制
定
）
は
植
民
地
官
僚
機
構
と
満
州
財
界
と
の
癒
着
の
具
体
例
で
、
実
際
こ
の
調
査
会
は
満
州
産
業
政
策
に
つ
い
て
重
要
な
決
議
を
行

い
、
関
東
庁
の
政
策
の
中
に
そ
れ
ら
の
一
部
を
実
現
さ
せ
て
い
白
）
。



以
上
三
節
に
わ
た
り
、
満
州
金
融
機
関
問
題
と
在
満
日
本
人
商
工
業
者
の
関
連
を
主
と
し
て
検
討
し
た
。
第
一
次
大
戦
期
を
中
心
と
す

る
満
州
金
融
機
関
体
制
の
概
略
（
一
節
）
、
当
該
期
の
日
本
帝
国
主
義
の
満
州
経
済
支
配
の
構
造
と
そ
こ
か
ら
在
満
日
本
人
商
工
業
者
に
よ

っ
て
満
州
銀
行
設
立
運
動
が
発
生
す
る
必
然
性
（
二
節
）
、
そ
の
運
動
の
具
体
的
形
態
と
時
期
区
分
（
三
節
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
少

く
と
も
、
満
州
の
商
工
業
者
の
運
動
が
日
本
の
圏
内
政
治
に
植
民
地
か
ら
一
定
の
反
作
用
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
満
州
金
融
機
関
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
、
満
州
の
商
工
業
者
以
外
の
諸
政
治
勢
力
も
活
発
な
動
き
を
示
す
。
と
く
に
朝
鮮
総
督

府
は
軍
部
・
官
僚
勢
力
の
一
部
と
結
託
し
て
政
治
行
動
を
行
い
、
圏
内
政
治
に
重
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
朝
鮮
総
督
府
の
満
州

政
策
U

「
鮮
満
一
体
住
政
策
の
分
析
は
満
州
金
融
機
関
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
為
の
重
要
な
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
ろ
対
o

注（
1
）
日
本
興
業
銀
行
は
一
九
O
五
年
か
ら
第
一
次
大
戦
直
前
ま
で
に
約
三
億
三
四
O
O
万
円
の
外
資
導
入
を
行
い
、
そ
の
内
一
億
七
五
O
O
万

円
以
上
（
五
二
%
）
を
対
外
投
資
に
向
け
た
。
対
満
投
資
は
全
額
満
鉄
社
債
で
あ
る
か
ら
、
外
資
導
入
額
の
四
O
%
以
上
が
満
鉄
に
投
入

さ
れ
た
の
が
わ
か
る
。
日
本
興
業
銀
行
臨
時
史
料
室
『
日
本
興
業
銀
行
五
十
年
史
』
一
九
五
七
年
。

（2
）
鈴
木
武
雄
『
円
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
三
年
、
一
五
五
二
ハ
二
頁
の
海
外
に
お
け
る
円
銀
に
関
す
る
記
述
を

参
照
。

（3
）
『
勝
田
家
文
書
』
一
一
六
分
冊
の
一
「
満
州
金
融
問
題
ニ
就
テ
」
。

（4
）
信
夫
淳
平
「
満
州
に
於
け
る
我
国
の
特
殊
権
益
の
検
討
」
「
太
平
洋
問
題
叢
書
I
満
州
問
題
研
究
』
太
平
洋
間

題
調
査
会
、
一
九
二
九
年
参
照
。

（5
）
東
亜
経
済
調
査
局
編
『
満
蒙
政
治
経
済
提
市
己
改
造
社
、
一
九
三
二
年
、
五
二
六
1

五
二
七
頁
。

（6
）
細
川
嘉
六
『
植
民
史
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
四
一
年
、
三
五
八
頁
。
ー

（7
）
向
上
書
、
三
五
五
｜
三
五
七
頁
。
な
お
満
史
会
編
『
満
州
開
発
四
十
年
史
』
下
、
同
刊
行
会
、

満州金融機関問題17 

一
九
六
四
年
、

興銀投資額と原資内訳

5700万円（外資3700万円）

18日0万円以上（預金部資金）

1 億3900万円以上

（外資1億3600万円以上）

国

国

州

韓

中

満

（『日本興業銀行50年史』より作成。）



七
七
五
七
八
八
頁
も
参
照
。

（8
）
日
清
戦
争
後
満
州
か
ら
豆
粕
輸
入
が
あ
り
、
良
好
な
肥
料
と
し
て
認
識
さ
れ
輸
入
が
急
増
し
た
。
日
本
内
地
で
大
一
旦
採
油
工
業
が
本
格
化

し
て
大
豆
輸
入
が
激
増
す
る
の
は
鈴
木
商
店
製
油
部
に
よ
っ
て
ベ
ン
ジ
ン
抽
出
法
に
よ
る
大
規
模
工
場
が
建
設
さ
れ
た
一
九
一
七
年
以
降

で
あ
る

o
E旦
年
製
油
株
式
会
社
四
十
年
史
』
一
九
六
三
年
、
二
四
頁
。

（9
）
小
林
英
夫
「
満
州
金
融
構
造
の
再
編
成
過
程
」
（
『
日
本
帝
国
主
義
下
の
満
州
川
」
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
七
三
年
）
に
は
奉
天
草
間
の
特
産
物
質

収
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
『
満
州
開
発
四
十
年
史
』
七
七

i
八
三
頁
参
照
。

（
叩
）
一
九
三
0
年
関
東
州
鉄
道
付
属
地
の
日
本
人
有
業
者
職
業
別
人
口
の
第
一
位
商
業
、
第
二
位
公
務
自
由
業
、
第
三
住
交
通
業
（
満
鉄
関
係
）

第
四
位
工
業
、
残
り
の
農
業
・
水
産
業
・
鉱
業
は
少
数
。
前
掲
『
満
州
開
発
四
十
年
や
ι
八
五
頁
。

（
日
）
『
勝
因
家
文
書
』
一
一
六
分
冊
の
七
「
満
州
ニ
於
ケ
ル
金
融
機
関
ニ
就
テ
」
。

（
ロ
）
横
浜
正
金
銀
行
編
『
横
浜
正
金
銀
行
史
』
本
文
編
二
、
一
九
二

O
年
。
本
書
は
部
内
資
料
で
あ
っ
た
。

（
日
）
一
九
O
六
年
「
対
満
州
取
引
ニ
付
三
井
物
産
会
社
ト
ノ
特
約
」
、
向
上
「
横
浜
正
金
銀
行
史
附
録
」

甲
巻
之
二
、
八
一
四
1
八
一
七
頁
に
収
録
さ
れ
る
。

（H
）
同
行
は
満
州
最
大
の
民
間
銀
行
で
、
安
田
保
護
口
社
（
安
田
財
閥
の
持
株
会
社
）
支
配
下
に
あ
っ
た
。

18 

（
日
）
掛
谷
宰
平
「
日
本
帝
国
主
義
形
成
過
穏
に
お
け
る
日
本
興
業
銀
行
設
立
の
意
義
」
（
『
日
本
史
研
究
」

七
五
号
）
及
び
「
日
支
金
融
機
関
設
立
運
動
の
回
顧
」
上
・
下
、
（
「
大
阪
銀
行
通
信
録
」
一
一
一
五
、

一
二
六
号
、
一
九
一
五
年
八
・
九
月
）
参
照
。

（
日
）
「
勝
田
家
文
書
』
一
一
六
分
冊
の
九
「
満
州
ニ
於
ケ
ル
特
殊
銀
行
機
能
ノ
統
一
ニ
関
ス
ル
件
」

（
一
九
一
七
年
六
月
）
。

（口）

『
大
日
本
帝
国
議
会
誌
』
第
七
巻
、

二
三
四
頁
、

一
四
七
四
頁
、

一
一
五
五
頁
、

一
七
一
九
頁
。

正隆銀行資本金の増加

頭取 資本金（万円） 備 考

1906 6 営口に設立，日支合弁

1911 安田善三郎 100 安田銀行資本参加，支
店大連

1915 300 

1919 安田善兵衛 600 

1920 1000 

1923 安田善四郎 1200 竜口銀行（資本制金弁1550 
万円）を減資

（『大連市史」 808～809頁より作成。）



篠
崎
嘉
郎
『
満
州
と
相
生
由
太
郎
』

満州金融機関問題

福
昌
公
司
互
敬
会
、
一
九
三
二
年
、
五
六
二
1
五
九

O
頁。

（
問
）
『
大
日
本
帝
国
議
会
誌
』
第
七
巻
、
一
七
一
一
負
。

（
日
）
『
第
二
十
六
回
帝
国
議
会
衆
議
院
・
満
州
銀
行
設
立
ニ
関
ス
ル
建
議
案
委
員
会
速
記
録
」
第
一
回
、
六
頁
。

（
却
）
例
え
ば
満
鉄
総
裁
中
村
是
公
「
満
州
金
融
機
関
設
置
ノ
件
ニ
付
菓
申
」
（
一
九
O
九
年
六
月
十
二
日
）
あ
る
い
は
後
藤
新
平
「
満
州
ニ
於

ケ
ル
金
融
機
関
ニ
対
ス
ル
卑
貝
」
等
に
見
え
る
満
州
植
民
特
殊
銀
行
案
は
第
二
十
六
議
会
で
採
択
さ
れ
た
満
州
銀
行
案
と
同
趣
旨
で
あ
る
。

鶴
見
裕
輔
『
後
藤
新
平
』
第
二
巻
、
一
九
三
七
年
、
八
八
五
八
九

O
頁
。
又
、
白
仁
武
関
東
州
民
政
長
官
は
「
満
州
銀
行
設
立
に
つ
い

て
」
（
門
銀
行
通
信
録
』
二
八
八
芳
）
の
中
で
満
州
銀
行
案
を
支
持
し
て
い
る
。

（
幻
）
前
掲
、
『
明
治
大
正
財
政
史
』
第
十
五
巻
、
三
四
二
一
ー
ー
三
四
四
頁
。

（
詑
）
勝
目
主
計
は
一
八
六
九
年
松
山
生
れ
、
東
大
法
科
大
学
卒
業
後
大
蔵
省
入
省
、
以
後
理
財
局
長
（
一
九

O
七
、
五
一
九
一
一
・
一
二
）

大
蔵
次
官
（
一
九
一
一
・
一
一
一
ー
一
九
一
四
・
四
）
貴
族
院
議
員
（
一
九
一
四
年
以
降
）
を
歴
任
。
と
く
に
寺
内
正
毅
と
の
関
係
は
深
く
、

寺
内
の
下
で
朝
鮮
銀
行
総
裁
（
一
九
一
五
・
一
二
｜
一
九
一
六
・
一

O
）
大
蔵
次
官
・
大
蔵
大
臣
（
一
九
二
ハ
・
一

O
｜
一
九
一
八
・
九
）

に
就
任
し
て
、
寺
内
・
勝
目
・
西
原
の
所
誇
「
朝
鮮
組
」
の
一
人
と
し
て
積
極
的
な
中
国
政
策
を
行
っ
た
。
勝
田
竜
夫
「
中
国
借
款
と
勝

目
主
計
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
一
九
七
二
年
に
彼
の
伝
記
が
詳
し
い
。

（
お
）
高
橋
是
清
「
満
州
現
状
」
（
『
銀
行
通
信
録
』
二
六
七
号
、
一
九
O
八
年
一
月
）
。
高
橋
は
当
時
正
金
銀
行
頭
取
。

（
出
）
満
州
銀
行
設
立
の
要
求
は
西
日
本
の
地
主
・
中
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
植
民
地
に
移
住
す
る
場
合
要
求
と
共
通
し
て
い
る
と
い
う
意
見
（

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
日
本
歴
史
日
『
日
本
の
帝
国
主
義
』
学
生
社
、
一
九
七
五
年
、
一
五
八
｜
一
五
九
真
、
宮
地
正
人
氏
の
発
言
）
は
誤
っ
て

いマ。。

（
お
）
一
九
O
五
年
十
月
大
速
に
創
刊
さ
れ
た
満
州
最
初
の
日
本
語
新
聞
で
、
満
鉄
系
の
満
州
日
日
に
対
抗
す
る
こ
大
新
聞
で
あ
っ
た
が
、

二
七
年
満
州
日
日
に
吸
収
合
併
さ
れ
た
。

（
部
）
石
本
顕
太
郎
外
一
名
提
出
「
南
満
州
に
於
け
る
特
殊
金
融
機
関
設
立
に
関
す
る
建
議
案
」
『
大
日
本
帝
国
議
会
誌
』
第
九
巻
、

頁
。
又
「
満
州
金
融
機
関
設
立
建
議
案
」
「
満
州
日
日
新
聞
」
一
九
一
五
年
五
月
二
九
日
参
照
。

九

19 

四
八
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（
幻
）
石
本
鎮
太
郎
、
高
知
県
選
出
、
憲
政
会
。
関
東
州
民
政
署
に
就
職
、
阿
片
製
造
販
売
業
に
従
事
。
大
連
衛
生
組
合
長
、
大
連
連
合
町
内
会

長
、
大
連
市
長
（
一
九
一
五
｜
一
九
一
九
）
。
当
選
二
回
。

岡
部
次
郎
、
長
野
県
選
出
、
憲
政
会
。
営
口
軍
政
署
、
営
口
居
留
民
団
長
。
満
州
新
報
社
長
、
正
隆
銀
行
相
談
役
。
当
選
四
回
。

加
藤
定
吉
、
静
岡
県
選
出
、
憲
政
会
。
大
連
加
藤
洋
行
社
長
。
当
選
三
因
。

吉
野
小
一
郎
、
神
奈
川
県
選
出
、
政
友
会
。
興
銀
・
台
湾
銀
行
員
、
東
洋
拓
殖
奉
天
支
店
長
、
奉
天
商
業
会
議
所
会
頭
。
当
選
一
因
。

門
田
新
松
、
埼
玉
県
選
出
、
政
友
会
。
日
清
興
信
所
々
長
、
大
連
株
式
商
品
取
引
所
理
事
長
、
そ
の
他
満
州
諸
会
社
の
社
長
役
員
を
兼
任
。

当
選
四
回
。

松
野
鶴
平
、
熊
本
県
選
出
、
政
友
会
。
朝
鮮
紡
織
満
州
製
麻
社
長
。
当
選
七
回
（
参
院
三
回
）
。

衆
議
院
『
衆
議
院
議
員
名
鑑
」
一
九
六
二
。

こ
の
外
、
大
原
義
剛
、
坂
井
大
輔
代
議
士
等
の
よ
ー
う
に
大
連
商
業
会
議
所
会
頭
相
生
由
太
郎
か
ら
選
挙
費
用
の
面
倒
を
見
て
も
ら
い
、

関
東
州
特
恵
関
税
問
題
の
時
に
は
、
相
生
の
意
を
体
し
て
活
動
し
て
い
る
例
も
あ
る
。
前
掲
『
満
州
と
相
生
由
太
郎
』
、
一
一
四
O
l
一

一
四
三
頁
。

（
お
）
奉
天
・
安
東
・
ハ
ル
ピ
ン
・
長
春
・
営
口
・
本
漠
湖
・
大
連
の
各
商
業
会
議
が
参
加
。
営
口
・
奉
天
・
大
連
よ
り
対
満
州
低
利
資
金
供
給

を
要
求
す
る
議
案
が
出
さ
れ
る
。
大
連
商
業
会
議
所
「
第
一
回
満
州
商
業
会
議
所
連
合
会
議
事
録
』
一
九
二
三
、
参
照
。

（
却
）
関
東
州
経
済
調
査
会
設
置
の
要
求
（
関
東
庁
の
経
済
政
策
に
商
工
業
者
の
要
求
を
反
映
さ
せ
る
）
は
大
連
商
業
会
議
所
に
よ
り
一
九
一
七

年
、
一
九
二
一
年
、
第
一
回
満
州
商
業
会
議
所
連
合
会
の
決
議
（
一
九
二
二
年
）
と
三
固
な
さ
れ
た
。
調
査
会
は
関
東
庁
官
僚
、
商
業
会

議
所
代
表
か
ら
な
り
、
関
東
長
官
の
諮
問
に
応
え
て
答
申
を
提
出
し
た
。
前
掲
『
満
州
と
相
生
由
太
郎
』
、
八
三
四
｜
八
五
一
頁
。

（
却
）
朝
鮮
総
管
府
の
満
州
侵
略
政
策
と
そ
の
圏
内
政
治
へ
の
反
作
用
及
び
三
井
物
産
会
社
の
満
州
に
於
け
る
活
動
に
つ
い
て
は
別
稿
を
準
備
し

て
い
る
が
A

当
面
は
そ
の
準
備
メ
モ
で
あ
る
拙
稿
「
満
州
金
融
機
関
問
題
と
確
立
期
日
本
帝
国
主
義
の
政
治
構
造
｜
と
く
に
「
植
民
地
権

力
』
に
つ
い
て
！
」
（
『
歴
史
科
学
」
五
九
・
六

O
合
併
号
、
一
九
七
五
年
）
を
参
考
に
し
て
ほ
し
い
。

（
大
学
院
差
）
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